
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
九
年
度
採
用
試
験
問
題 

【
行
政
法
】 

 
 

次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
各
事
例
に
お
い
て
、
国
に
対
す
る
Ｘ1

、
Ｘ2

、
Ｘ3

及
び
Ｘ4

の
国
家
賠
償
請
求
は
認
め
ら
れ
得
る
か
。

道
路
及
び
河
川
に
求
め
ら
れ
る
「
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
」
の
違
い
に
触
れ
つ
つ
述
べ
よ
。 

１ 

国
道
Ａ
号
線
の
指
定
区
間
内
に
あ
る
甲
峠
付
近
の
道
路
で
は
落
石
が
頻
発
し
て
い
た
が
、
予
算
の
都
合
に
よ
り
落
石
注
意

の
看
板
の
み
設
置
さ
れ
、
防
護
柵
は
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
甲
峠
に
お
い
て
落
石
が
発
生
し
て
当
該
道
路
上
を

走
行
中
の
Ｘ1

の
自
動
車
を
直
撃
し
、
大
破
し
て
Ｘ1

が
重
傷
を
負
っ
た
。 

２ 

国
道
Ｂ
号
線
の
指
定
区
間
内
に
あ
る
乙
峠
付
近
の
道
路
で
は
か
つ
て
降
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
が
頻
発
し
て
い
た
た
め
、
過

去
に
乙
峠
付
近
で
発
生
し
た
最
大
雨
量
ま
で
耐
え
得
る
水
準
の
防
災
工
事
が
施
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
予
知
で
き
な
い
未
曾

有
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
乙
峠
に
お
い
て
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
て
当
該
道
路
上
を
走
行
中
の
Ｘ2

の
自
動
車
を
直
撃
し
、
落
下

し
て
Ｘ2

が
重
傷
を
負
っ
た
。 

３ 

一
級
河
川
Ｃ
川
は
、
河
川
整
備
計
画
に
基
づ
く
改
修
工
事
が
順
次
行
わ
れ
て
い
た
が
、
予
算
の
都
合
に
よ
り
下
流
の
一
部

分
の
み
の
改
修
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
豪
雨
に
よ
り
増
水
し
、
上
流
の
未
改
修
部
分
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
て
近
隣
住
民

Ｘ3

の
住
居
が
浸
水
被
害
を
受
け
た
。 

４ 

一
級
河
川
Ｄ
川
は
、
河
川
整
備
計
画
に
基
づ
く
改
修
工
事
が
完
了
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
豪
雨
に
よ
り
増
水
し
、
河
川
整
備

基
本
方
針
に
定
め
る
計
画
高
水
流
量
と
同
程
度
の
水
流
量
で
堤
防
が
決
壊
し
、
水
が
流
れ
出
て
近
隣
住
民
Ｘ4

の
住
居
が
浸
水

被
害
を
受
け
た
。 



◎
参
照
条
文
（
抜
粋
） 

○
国
家
賠
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
五
号
） 

第
二
条 
道
路
、
河
川
そ
の
他
の
公
の
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
つ
た
た
め
に
他
人
に
損
害
を
生
じ
た
と
き
は
、

国
又
は
公
共
団
体
は
、
こ
れ
を
賠
償
す
る
責
に
任
ず
る
。 

② 

（
略
） 

 

○
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
） 

（
こ
の
法
律
の
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
道
路
網
の
整
備
を
図
る
た
め
、
道
路
に
関
し
て
、
路
線
の
指
定
及
び
認
定
、
管
理
、
構
造
、
保
全
、

費
用
の
負
担
区
分
等
に
関
す
る
事
項
を
定
め
、
も
つ
て
交
通
の
発
達
に
寄
与
し
、
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。 

（
用
語
の
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
道
路
」
と
は
、
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
道
で
次
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
い
、
ト
ン
ネ

ル
、
橋
、
渡
船
施
設
、
道
路
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
道
路
と
一
体
と
な
つ
て
そ
の
効
用
を
全
う
す
る
施
設
又
は
工
作
物
及
び
道

路
の
附
属
物
で
当
該
道
路
に
附
属
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
も
の
と
す
る
。 

２ 

（
略
） 

（
道
路
の
種
類
） 



第
三
条 

道
路
の
種
類
は
、
左
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

高
速
自
動
車
国
道 

二 
一
般
国
道 

三 

都
道
府
県
道 

四 

市
町
村
道 

（
一
般
国
道
の
意
義
及
び
そ
の
路
線
の
指
定
） 

第
五
条 

第
三
条
第
二
号
の
一
般
国
道
（
以
下
「
国
道
」
と
い
う
。）
と
は
、
高
速
自
動
車
国
道
と
併
せ
て
全
国
的
な
幹
線
道
路

網
を
構
成
し
、
か
つ
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
道
路
で
、
政
令
で
そ
の
路
線
を
指
定
し
た
も
の
を
い
う
。 

一 

国
土
を
縦
断
し
、
横
断
し
、
又
は
循
環
し
て
、
都
道
府
県
庁
所
在
地
（
北
海
道
の
支
庁
所
在
地
を
含
む
。
）
そ
の
他
政
治

上
、
経
済
上
又
は
文
化
上
特
に
重
要
な
都
市
（
以
下
「
重
要
都
市
」
と
い
う
。）
を
連
絡
す
る
道
路 

二 

重
要
都
市
又
は
人
口
十
万
以
上
の
市
と
高
速
自
動
車
国
道
又
は
前
号
に
規
定
す
る
国
道
と
を
連
絡
す
る
道
路 

三 

二
以
上
の
市
を
連
絡
し
て
高
速
自
動
車
国
道
又
は
第
一
号
に
規
定
す
る
国
道
に
達
す
る
道
路 

四 

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
国
際
戦
略
港
湾
若
し
く
は
国
際
拠
点
港

湾
若
し
く
は
同
法
附
則
第
二
項
に
規
定
す
る
港
湾
、
重
要
な
飛
行
場
又
は
国
際
観
光
上
重
要
な
地
と
高
速
自
動
車
国
道
又

は
第
一
号
に
規
定
す
る
国
道
と
を
連
絡
す
る
道
路 

五 

国
土
の
総
合
的
な
開
発
又
は
利
用
上
特
別
の
建
設
又
は
整
備
を
必
要
と
す
る
都
市
と
高
速
自
動
車
国
道
又
は
第
一
号
に

規
定
す
る
国
道
と
を
連
絡
す
る
道
路 



２ 

（
略
） 

（
国
道
の
新
設
又
は
改
築
） 

第
十
二
条 

国
道
の
新
設
又
は
改
築
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
。
た
だ
し
、
工
事
の
規
模
が
小
で
あ
る
も
の
そ
の
他
政
令
で

定
め
る
特
別
の
事
情
に
よ
り
都
道
府
県
が
そ
の
工
事
を
施
行
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
の
工
事
に
係
る
路
線
の
部
分
の
存
す
る
都
道
府
県
が
行
う
。 

（
国
道
の
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
） 

第
十
三
条 

前
条
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
国
道
の
維
持
、
修
繕
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
（
昭

和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
災
害
復
旧
事
業
（
以
下
「
災
害
復
旧
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
管

理
は
、
政
令
で
指
定
す
る
区
間
（
以
下
「
指
定
区
間
」
と
い
う
。
）
内
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
大
臣
が
行
い
、
そ
の
他
の
部
分

に
つ
い
て
は
都
道
府
県
が
そ
の
路
線
の
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
存
す
る
部
分
に
つ
い
て
行
う
。 

２
～
６ 

（
略
） 

（
道
路
の
区
域
の
決
定
及
び
供
用
の
開
始
等
） 

第
十
八
条 

第
十
二
条
、
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
五
条
、
第
十
六
条
又
は
前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

の
規
定
に
よ
つ
て
道
路
を
管
理
す
る
者
（
指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
つ
て
は
国
土
交
通
大
臣
、
指
定
区
間
外
の
国
道
に
あ
つ

て
は
都
道
府
県
。
以
下
「
道
路
管
理
者
」
と
い
う
。）
は
、
路
線
が
指
定
さ
れ
、
又
は
路
線
の
認
定
若
し
く
は
変
更
が
公
示
さ

れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な
く
、
道
路
の
区
域
を
決
定
し
て
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
公

示
し
、
か
つ
、
こ
れ
を
表
示
し
た
図
面
を
関
係
地
方
整
備
局
若
し
く
は
北
海
道
開
発
局
又
は
関
係
都
道
府
県
若
し
く
は
市
町



村
の
事
務
所
（
以
下
「
道
路
管
理
者
の
事
務
所
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道
路
の

区
域
を
変
更
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。 

２ 
（
略
） 

（
道
路
の
構
造
の
原
則
） 

第
二
十
九
条 
道
路
の
構
造
は
、
当
該
道
路
の
存
す
る
地
域
の
地
形
、
地
質
、
気
象
そ
の
他
の
状
況
及
び
当
該
道
路
の
交
通
状

況
を
考
慮
し
、
通
常
の
衝
撃
に
対
し
て
安
全
な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
道
路
の
維
持
又
は
修
繕
） 

第
四
十
二
条 

道
路
管
理
者
は
、
道
路
を
常
時
良
好
な
状
態
に
保
つ
よ
う
に
維
持
し
、
修
繕
し
、
も
つ
て
一
般
交
通
に
支
障
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２
・
３ 

（
略
） 

（
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
） 

第
四
十
六
条 

道
路
管
理
者
は
、
左
の
各
号
の
一
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
の
構
造
を
保
全
し
、
又
は
交
通
の
危
険

を
防
止
す
る
た
め
、
区
間
を
定
め
て
、
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

道
路
の
破
損
、
欠
壊
そ
の
他
の
事
由
に
因
り
交
通
が
危
険
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合 

二 

道
路
に
関
す
る
工
事
の
た
め
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合 

２
・
３ 

（
略
） 



○
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
） 

（
目
的
） 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
、
河
川
に
つ
い
て
、
洪
水
、
津
波
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
が
防
止
さ
れ
、
河
川
が
適
正
に
利
用

さ
れ
、
流
水
の
正
常
な
機
能
が
維
持
さ
れ
、
及
び
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
が
さ
れ
る
よ
う
に
こ
れ
を
総
合
的
に
管
理
す
る

こ
と
に
よ
り
、
国
土
の
保
全
と
開
発
に
寄
与
し
、
も
つ
て
公
共
の
安
全
を
保
持
し
、
か
つ
、
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。 

（
河
川
管
理
の
原
則
等
） 

第
二
条 

河
川
は
、
公
共
用
物
で
あ
つ
て
、
そ
の
保
全
、
利
用
そ
の
他
の
管
理
は
、
前
条
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
適
正

に
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

河
川
の
流
水
は
、
私
権
の
目
的
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

（
河
川
及
び
河
川
管
理
施
設
） 

第
三
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
河
川
」
と
は
、
一
級
河
川
及
び
二
級
河
川
を
い
い
、
こ
れ
ら
の
河
川
に
係
る
河
川
管
理
施
設

を
含
む
も
の
と
す
る
。 

２ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
河
川
管
理
施
設
」
と
は
、
ダ
ム
、
堰 せ

き

、
水
門
、
堤
防
、
護
岸
、
床
止
め
、
樹
林
帯
（
堤
防
又
は
ダ

ム
貯
水
池
に
沿
つ
て
設
置
さ
れ
た
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
帯
状
の
樹
林
で
堤
防
又
は
ダ
ム
貯
水
池
の
治
水
上
又
は
利
水
上

の
機
能
を
維
持
し
、
又
は
増
進
す
る
効
用
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。）
そ
の
他
河
川
の
流
水
に
よ
つ
て
生
ず
る
公
利
を
増
進
し
、

又
は
公
害
を
除
却
し
、
若
し
く
は
軽
減
す
る
効
用
を
有
す
る
施
設
を
い
う
。
た
だ
し
、
河
川
管
理
者
以
外
の
者
が
設
置
し
た



施
設
に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
を
河
川
管
理
施
設
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
河
川
管
理
者
が
権
原
に
基
づ
き
当
該
施
設
を
管
理

す
る
者
の
同
意
を
得
た
も
の
に
限
る
。 

（
一
級
河
川
） 

第
四
条 
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
一
級
河
川
」
と
は
、
国
土
保
全
上
又
は
国
民
経
済
上
特
に
重
要
な
水
系
で
政
令
で
指
定
し
た

も
の
に
係
る
河
川
（
公
共
の
水
流
及
び
水
面
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
で
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
し
た
も
の
を
い
う
。 

２
～
６ 

（
略
） 

（
河
川
管
理
者
） 

第
七
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
河
川
管
理
者
」
と
は
、
第
九
条
第
一
項
又
は
第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
河
川
を
管
理
す
る
者
を
い
う
。 

（
一
級
河
川
の
管
理
） 

第
九
条 

一
級
河
川
の
管
理
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
行
な
う
。 

２
～
７ 

（
略
） 

（
河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
の
基
準
） 

第
十
三
条 

河
川
管
理
施
設
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
設
置
さ
れ
る
工
作
物
（
以
下
「
許
可
工
作
物
」
と
い

う
。
）
は
、
水
位
、
流
量
、
地
形
、
地
質
そ
の
他
の
河
川
の
状
況
及
び
自
重
、
水
圧
そ
の
他
の
予
想
さ
れ
る
荷
重
を
考
慮
し
た

安
全
な
構
造
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

（
略
） 



（
河
川
管
理
施
設
等
の
維
持
又
は
修
繕
） 

第
十
五
条
の
二 

河
川
管
理
者
又
は
許
可
工
作
物
の
管
理
者
は
、
河
川
管
理
施
設
又
は
許
可
工
作
物
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
よ

う
に
維
持
し
、
修
繕
し
、
も
つ
て
公
共
の
安
全
が
保
持
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２
・
３ 
（
略
） 

（
河
川
整
備
基
本
方
針
） 

第
十
六
条 

河
川
管
理
者
は
、
そ
の
管
理
す
る
河
川
に
つ
い
て
、
計
画
高
水
流
量
そ
の
他
当
該
河
川
の
河
川
工
事
及
び
河
川
の

維
持
（
次
条
に
お
い
て
「
河
川
の
整
備
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
の
基
本
と
な
る
べ
き
方
針
に
関
す
る
事
項
（
以
下
「
河
川
整

備
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

河
川
整
備
基
本
方
針
は
、
水
害
発
生
の
状
況
、
水
資
源
の
利
用
の
現
況
及
び
開
発
並
び
に
河
川
環
境
の
状
況
を
考
慮
し
、

か
つ
、
国
土
形
成
計
画
及
び
環
境
基
本
計
画
と
の
調
整
を
図
つ
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
水
系
ご
と
に
、
そ
の

水
系
に
係
る
河
川
の
総
合
的
管
理
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３
～
６ 

（
略
） 

（
河
川
整
備
計
画
） 

第
十
六
条
の
二 

河
川
管
理
者
は
、
河
川
整
備
基
本
方
針
に
沿
つ
て
計
画
的
に
河
川
の
整
備
を
実
施
す
べ
き
区
間
に
つ
い
て
、

当
該
河
川
の
整
備
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
河
川
整
備
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

河
川
整
備
計
画
は
、
河
川
整
備
基
本
方
針
に
即
し
、
か
つ
、
公
害
防
止
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
地
域
に
存
す
る
河
川
に

あ
つ
て
は
当
該
公
害
防
止
計
画
と
の
調
整
を
図
つ
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
河
川
の
総
合
的
な
管
理
が
確



保
で
き
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
河
川
管
理
者
は
、
降
雨
量
、
地
形
、
地
質
そ
の

他
の
事
情
に
よ
り
し
ば
し
ば
洪
水
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
て
い
る
区
域
に
つ
き
、
災
害
の
発
生
を
防
止
し
、
又
は
災
害
を
軽

減
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３
～
７ 
（
略
） 


